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概要：理系に進学する学生は、大学入試科目等の関係で、高校において地学の履修をすることが少なく、

日本において、ほぼ全員が気象分野を学ぶ最後の機会は中学校 2 年生となる。また、中学校の理科教員

も、大学での専攻が地学以外の場合が多く、気象分野に関しては、教員自身のミスコンセプションも存

在することが明らかになった。本稿では、出水期に発生する大雨など気象防災教育の在り方について、

教科書の記述分析と学生の認識からみえてきたミスコンセプションについて報告する。 

 

１．教科書の低気圧モデルに描かれた降水域 

⑴ 教科書の低気圧モデルと現実の大雨 

加藤（2013）は「中学校で習う低気圧モデルでは、

寒冷前線上で積乱雲が発生し、寒冷前線と温暖前

線に挟まれた領域には雲が存在せず晴天域となっ

ています。－(中略)－2012年 4月 3日に日本海上

で 急発達したこの爆弾低気圧は－(中略)－気象

衛星ひまわりの雲画像をみると晴天域と教えられ

た場所には積乱雲によるものだと思われる雲域が

広がっています」－(中略)－「日本付近では寒冷前

線と温暖前線に挟まれた暖域と呼ばれる領域でよ

く大雨が観測されます」と述べている。 

こうした温帯低気圧と前線の暖域側について、

気象関係者では暖湿気が流入し大雨災害が発生し

やすい場と理解されているが、2021 年度から完全

実施となった中学校学習指導要領のもとでの教科

書 5 社の記述を分析すると 4 社の教科書において

晴天域に見える模式図が掲載されており、この場

で大雨が降るという理解にはならない記述になっ

ている。 

⑵ 多発する集中豪雨とその発生場所 

2022（令和 4）年 7月の大雨、2021（令和 3）年

7 月及び 8 月の大雨、2020（令和 2）年 7 月豪雨、

2019（令和元）年 8月の九州北部地方を中心にした

記録的な大雨、2018（平成 30）年 7月西日本での

豪雨、2017（平成 29）年 7月の九州北部豪雨など、

毎年発生する大雨は教科書の記述の低気圧と前線

モデルの図では、晴天域となっているところで発

生している。この場は、暖湿気が流入する場であり、

雨雲（積乱雲）が発生しやすい場であるにもかかわ

らず、教科書には晴天域として描かれており、前線

の寒気側にだけ降水域が描かれた図が掲載されて

いる。 

⑶ 前線の寒気側にだけ降水域が描かれた図 

この「前線の寒気側にだけ降水域が書かれた図」

について、元日本気象予報士会副会長の中島保則

氏は「この図はビャークネスモデルですから、100

年前からだと思います。私が５０年前に気象協会

に就職して最初に買った本が 「日本のお天気」：大 

 

野義輝著 大蔵省印刷局発行 1956 年初版 1961

年改訂というものですが、これも同じような図に

より低気圧・前線と雨域が説明されています」と述

べている。「日本のお天気」を確認すると、まさに

現在の教科書と同じ図が掲載されており、気象衛

星や気象レーダーなどが天気予報の主役となり、

線状降水帯という用語が日常のニュースで報道さ

れるようになってもなかなか変わらない教科書の

有り様が浮き彫りになった。 

 

２.「大気の状態が不安定」は学ばない 

 ⑴ 「大気の安定不安定」は高校地学での履修 

ニュースや天気予報でよく聞く「大気の状態が不

安定」という言葉、気象関係者なら当然知っている

が、これは、高等学校の地学でしか扱わない。大学

生に「大気の状態が不安定とは」と問うと、ほとん

どの学生が「雨が降りやすい状態」と答える。学生

にインタビューすると「天気が良いときには聞か

ない」と答えた。 

気象庁のホームページには「積乱雲は、『大気の

状態が不安定』な気象条件で発生しやすくなりま

す。『大気の状態が不安定』とは、上空に冷たい空

気があり、地上には温められた空気の層がある状

態です。温かい空気は上へと昇り、冷たい空気は下

へと降りようとするため対流が起きやすくなりま

す。地上付近の空気が湿っているときは、さらに大

気の状態が不安定となり、積乱雲が発達しやすく

なります」と記載されている。 

気象防災の観点からは、「大気の状態が不安定」

とは、「積乱雲が発生しやすい大気」のことで、「大

気の下層に暖かく湿った空気が流れ込み、さらに、

上空に寒気が流入すると積乱雲が高層まで発達し、

雷・竜巻・大雨などシビアな気象現象が発生する可

能性がある」という理解であってほしいと考える。 

⑵ 中学校教科書の分析から 

天気予報やニュースで報道される「大気の状態

が不安定」をすべての国民が理解するためには積

乱雲の発生メカニズムや積乱雲に伴う災害を理解

しておく必要がある。 
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「大気の状態が不安定」とは、積乱雲が発生しや

すい場合ととらえ、気象防災の観点から教科書の

記述を分析すると、積乱雲についての記載は出版

社によるばらつきが大きく、発生のメカニズムに

ついての記述も十分だとはいえないことが明らか

になった。 

中学校教科書 5 社の記述を分析すると、積乱雲

の記述について全社に共通するところは、寒冷前

線に伴う場合のみで、その他、台風の壁雲、雪雲、

夏の日射、停滞前線など各社により様々な記述に

なっている。 

特に、全社の教科書に共通する点として、梅雨な

どの出水期の大雨災害についての事例の記述はあ

るが、この時期に積乱雲がその災害をもたらす雲

というような記載はされていない。さらに、日本の

教科書には義務教育を通じて積乱雲に伴う雷の災

害と雷から身を守るという点が記載されていない

（1社の教科書には電気の単元で「雷のしくみ」「雷

から身を守るには」という記載がある）。 

大学の授業で、積乱雲が発生する場合について

質問すると、「寒冷前線＝積乱雲」という理解はあ

るが、それ以外の積乱雲の発生についての知識は

ほとんど学んでいないことが明らかになった。 

⑶ ミスコンセプションが生まれないように学

習するためには 

温帯低気圧の発達モデル図については、温度場

でのメカニズムだけが強調され、水蒸気移流に関

する記載は不十分である。温帯低気圧に伴う前線

の暖域側には、暖かく湿った空気が流入して積乱

雲が発生しやすいという記載をする必要があるの

ではないか。 

こうした観点が抜けているために、前線の暖域

側は、晴天域となるようなモデル図による学習だ

けが行われ、毎年のように多発する大雨災害のメ

カニズムが理解されない教科書になっていると考

えられる。さらに、中学校教員からのインタビュー

調査では「塾においてもこの図を使って学んでお

り、試験においてもこの図から引用された雨域が

描かれた図が出題されている」と答えている。 

⑷「大気の状態が不安定」を学ぶ気象学習 

教科書に記載がなくても「大気の状態が不安定」

という報道で多用されるキーワードを軸に授業を

展開すれば、気象災害の発生についての理解が深

まる学習が行えるはずである。そのためには、積乱

雲の発生についての学習を重点に据える必要があ

る。たとえば「牛乳で積乱雲をつくろう」といった

積乱雲の発生メカニズムを理解するための再現実

験や「圧電素子を使った雷実験」などで積乱雲につ

いての学習を行うとともに、実際の積乱雲のふる

まいを動画などで学習する必要がある。 

⑸ 天気図から風向を記入する学習の重要さ 

学生の理解度からみえてきた気象学習の重点ポ

イントは、「天気図から風向を読み取る学習」であ

る。太平洋や東シナ海から暖湿気が流入するよう

な風向が予想できれば「大気の状態が不安定」にな

ることが理解できる。 

天気図と風向に関しては、「風は気圧の高い方か

ら低い方に吹く」と記載され、地球の自転のため

「高気圧の中心付近では時計回り、低気圧の中心

付近では反時計回り」という説明となっている。   

学生に天気図を提示し風向を記入させると「高

気圧と低気圧を結び矢印を付ける」あるいは「全く

わからない」という学生がほとんどである。天気図

の「等圧線が風向を表している」という点を重視し、

暖湿気移流や寒気移流を理解すれば天気予報がも

っと身近になるはずである。筆者が行った大学の

授業での実践事例「天気図から風を読む」の普及を

現場の教員とともにさらに取り組んでいきたい。 
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